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■  赤門が迎えたお姫様 ―溶姫の絵画と婚礼調度―

【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■ 浮世絵にみる『忠臣蔵』【古美術】

■ 優品選Ⅱ【近現代工芸】

■ 現代の書【近現代書】

■ 優品選【近現代絵画・彫刻】

 ⿟〔ミュージアムレポート〕ダンス・ウェルー彫刻とともに

 ⿟〔ミュージアムレポート〕学校出前講座

 ⿟ 学芸室の人々

 ⿟〔参加者募集！〕映画上映会「最後の忠臣蔵」

 ⿟ 12月の行事予定

 ⿟ アラカルト　ただいま展示中

田渕俊夫《春爛漫》

　ー「再興第106回院展 金沢展」よりー

再興第106回 院展 金沢展
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日
本
美
術
院
は
岡
倉
天
心
ら
の
呼
び
掛
け
に
よ
り
一
八
九
八
（
明
治
三
十

一
）
年
、
横
山
大
観
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
画
家
二
十
六
人
が
集
ま
り
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
近
代
日
本
画
の
歩
み
で
は
日
展
と
と
も
に
、
巨
大
な
足
跡
を
築
い

て
き
て
い
ま
す
。

金
沢
へ
の
巡
回
は
二
〇
一
八
年
以
来
、
三
年
ぶ
り
で
、
日
本
画
壇
を
牽
引
す

る
日
本
美
術
院
の
同
人
ら
に
よ
る
一
〇
一
点
の
秀
作
が
公
開
さ
れ
ま
す
。

金
沢
展
で
は
満
開
の
桜
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
き
出
し
た
田
渕
俊
夫
理
事

長
の
「
春
爛
漫
」
を
は
じ
め
、
日
本
海
の
荒
波
を
描
い
て
奨
励
賞
を
受
け
た
谷

善
徳
さ
ん
（
金
沢
市
）
の
「
北
し
ぶ
き
」
、
下
田
義
寛
さ
ん
（
滑
川
市
出
身
）
の
「
昇

陽
」
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

〈
お
も
な
出
品
作
家
〉

田
渕
俊
夫
、
下
田
義
寛
、
那
波
多
目
功
一
、
清
水
達
三
、
福
王
寺
一
彦

主
催
／ 
日
本
美
術
院
、
北
國
新
聞
社
、
石
川
県
立
美
術
館
、
一
般
財
団
法
人
石

川
県
芸
術
文
化
協
会

後
援
／ 
石
川
県
、
石
川
県
教
育
委
員
会
、
金
沢
市
、
金
沢
市
教
育
委
員
会
、
一
般

財
団
法
人
石
川
県
美
術
文
化
協
会
、
N
H
K
金
沢
放
送
局
、
北
陸
放

送
、
テ
レ
ビ
金
沢
、
金
沢
ケ
ー
ブ
ル
、
エ
フ
エ
ム
石
川
、
ラ
ジ
オ
か
な
ざ

わ
、
ラ
ジ
オ
こ
ま
つ
、
ラ
ジ
オ
な
な
お

◆
観
覧
料

当

日

前
売
り

団

体

一
般

一
〇
〇
〇
円

九
〇
〇
円

八
〇
〇
円

高
校
・
大
学
生

六
〇
〇
円

五
〇
〇
円

四
〇
〇
円

小
・
中
学
生

四
〇
〇
円

三
〇
〇
円

二
〇
〇
円

※
団
体
は
20
名
以
上

※
当
館
友
の
会
会
員
は
団
体
料
金
に
割
引

◆
連
絡
先

北
國
新
聞
社
事
業
部

電
話
：
０
７
６

－

２
６
０

－

３
５
８
１　
　

第7～9展示室

再興第106回 院展 金沢展

12月9日（木）～22日（水）　会期中無休 

下田義寛《昇陽》

清水達三《立山》

那波多目功一《春の名残り》

福王寺一彦《三日月》

美術館458_cc2018.indd   2 2021/11/18   9:21:05
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前田育徳会尊經閣文庫分館

赤門が迎えたお姫様 
ー溶姫の絵画と婚礼調度ー

12月9日（木）～1月23日（日）

古美術（第2展示室）

浮世絵にみる『忠臣蔵』
12月9日（木）～1月23日（日）

昔
は
年
末
に
な
る
と
、『
忠
臣
蔵
』
の
時
代
劇
ド
ラ
マ
が
放

映
さ
れ
た
も
の
で
す
。
赤
穂
藩
浅
野
内
匠
頭
が
江
戸
城
松
之

廊
下
に
て
吉
良
上
野
介
を
切
り
つ
け
る
も
失
敗
し
、
切
腹
・
領

地
没
収
・
絶
家
の
沙
汰
と
な
っ
た
第
一
夜
。
赤
穂
藩
の
四
十
七

人
の
浪
人
が
、
吉
良
邸
を
襲
撃
し
、
主
君
の
恥
辱
を
注
い
だ
第

二
夜
と
、
二
夜
連
続
放
送
と
い
う
の
も
定
番
で
し
た
。
吉
良
邸

を
襲
撃
し
た
の
が
十
二
月
十
四
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
の

出
来
事
だ
っ
た
の
で
、
年
末
の
題
材
と
な
っ
た
の
で
す
。

も
と
も
と
江
戸
時
代
に
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
と
い
う
浄
瑠

璃
と
し
て
人
気
を
集
め
、『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』『
義
経
千
本

桜
』
と
並
ぶ
三
大
名
作
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
し
た
。
歌
舞
伎
を

題
材
に
し
た
浮
世
絵
は
多
く
摺
ら
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
『
仮

名
手
本
忠
臣
蔵
』
を
題
材
に
し
た
浮
世
絵
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
今
特
集
で
は
、
本
館
の
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か

ら
、
こ
の
『
忠
臣
蔵
』
を
題
材
に
し
た
浮
世
絵
を
、
初
公
開
も
含

め
全
二
十
一
点
紹
介
し
ま
す
。

全
十
一
段
か
ら
な
る
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
を
、「
鶴
岡
の
饗

応
」
か
ら
「
合
印
の
忍
兜
」
ま
で
、
一
段
一
枚
ず
つ
描
い
た
の

が
、
葛
飾
北
斎
で
す
。
こ
ち
ら
を
一
挙
初
公
開
し
ま
す
。

舞
台
の
場
面
の
絵
画
化
だ
け
で
な
く
、
四
十
七
人
の
浪
人

に
扮
し
た
人
気
役
者
ひ
と
り
ひ
と
り
を
描
い
た
シ
リ
ー
ズ
も

あ
り
ま
す
。
歌
川
国
貞
《
誠
忠
義
士
伝
》
で
描
か
れ
る
の
は
、
大

石
内
蔵
之
助
に
扮
す
る
三
代
目
沢
村
宗
十
郎
、
堀
部
安
兵
衛

は
八
代
目
市
川
団
十
郎
で
す
。

『
忠
臣
蔵
』
が
歌
舞
伎
化
さ
れ
て
間
も
な
い
寛
政
か
ら
文
化

年
間
に
京
都
で
行
わ
れ
た
舞
台
を
主
題
と
し
た
《
四
代
目
市

川
団
蔵
の
大
星
由
良
之
助
》
も
初
公
開
と
な
り
ま
す
。

関
連
行
事
と
し
て
映
画
上
映
会
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
7

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

少
し
前
に
N
H
K
県
内
ニ
ュ
ー
ス
内
で
「
加
賀
藩
の
婚
礼
」

と
い
う
特
集
が
あ
り
、
成
巽
閣
の
か
わ
い
い
雛
道
具
や
、
花
嫁

行
列
の
ル
ー
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
前
田
育
徳
会

尊
經
閣
文
庫
分
館
で
は
、
前
田
家
に
伝
わ
る
婚
礼
調
度
を
紹

介
し
ま
す
。
加
賀
藩
十
三
代
藩
主
前
田
斉
泰
に
嫁
い
だ
溶よ

う

姫ひ
め

の
調
度
品
で
す
。

溶
姫
は
第
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
二
十
一
女
で
す
。
溶

姫
を
迎
え
る
た
め
に
加
賀
藩
の
江
戸
屋
敷
に
建
て
ら
れ
た
赤

門
が
、
東
京
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
溶
姫
の
婚
礼
調
度
に
は
、
す
べ
て
生
家
で

あ
る
徳
川
家
の
葵
の
紋
の
蒔
絵
が
施
さ
れ
、
非
常
に
華
や
か

で
す
。

化
粧
道
具
を
入
れ
る
十
二
の
箱
が
収
め
ら
れ
た
拾

じ
ゅ
う

貳に

手て

箱ば
こ

、
身
の
回
り
の
品
を
収
め
た
大
小
の
角す
み

赤あ
か

手て

箱ば
こ

を
は
じ
め
、

元も
と

結ゆ
い

箱ば
こ

、
眉ま
ゆ

作
つ
く
り

箱ば
こ

に
払
は
ら
い

箱ば
こ

、
歯は

黒ぐ
ろ

箱ば
こ

な
ど
身
だ
し
な
み
を
整

え
る
道
具
、
手
紙
や
色
紙
、
短
冊
を
収
め
る
箱
な
ど
、
豊
富
な

種
類
が
揃
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
箱
を
載
せ
る
黒
棚
と
厨ず

子し

棚だ
な

は
、
近
世
の
婚
礼
調
度
の
代
表
で
す
。

ま
た
、
本
特
集
で
は
溶
姫
が
描
い
た
絵
画
を
、
本
館
に
て
は

じ
め
て
公
開
し
ま
す
。
溶
姫
は
幼
少
の
頃
よ
り
父
家
斉
が
制

作
し
た
手
本
を
も
と
に
絵
を
習
い
、
や
が
て
狩
野
派
の
絵
師

か
ら
稽
古
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
特
集
で
は
、《
松
竹
双
鶴
図
》《
福
禄
寿
図
》
と
い
っ
た
お

め
で
た
い
図
柄
の
掛
幅
の
ほ
か
、
前
田
家
が
家
祖
と
仰
ぐ
菅

原
道
真
の
没
後
九
五
〇
年
を
記
念
し
て
、
斉
泰
が
「
大
冨
天

神
」
と
揮
毫
し
、
溶
姫
が
梅
の
絵
を
描
い
た
掛
幅
を
紹
介
し

ま
す
。

《拾貮手箱　葵紋蒔絵調度品　溶姫所用》《仮名手本忠臣蔵(十一段目)》葛飾北斎
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近現代書（第6展示室）

現代の書

12月9日（木）～1月23日（日）

近現代工芸（第5展示室）

優品選Ⅱ

12月9日（木）～1月23日（日）

今
回
の
展
示
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
昭
和
の
書
作

品
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

明
治
、
大
正
時
代
に
中
国
の
拓
本
資
料
や
日
本
の
す
ぐ
れ

た
筆
跡
な
ど
の
古
典
で
直
接
学
ぶ
方
法
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

や
が
て
、
書
道
団
体
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
活
動
が
盛
ん
に
な
る

と
、書
は
、そ
の
後
、会
場
芸
術
と
し
て
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
は
、
社
会
状
況
が
劇
的
に
変

化
し
ま
し
た
。
筆
と
墨
で
も
文
字
を
「
書
く
こ
と
」
が
社
会
の

中
で
一
般
的
で
な
く
な
り
、
新
し
い
芸
術
思
想
が
書
の
世
界

に
も
流
れ
、
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
ま
し
た
。
書
は
作
品
発
表

の
場
と
し
て
、
美
術
館
を
会
場
に
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
表
現
形
式
も
そ
れ
に
合
う
よ
う
、
額
装
が
主
流
で

作
品
が
大
型
化
し
、
特
に
そ
れ
ま
で
小
さ
く
か
か
れ
て
い
た

か
な
を
大
き
く
書
く
「
大
字
か
な
」
が
研
究
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ジ
ャ
ン
ル
も
漢
字
、
か
な
、
篆
刻
の
三
部
門
に
加
え

て
、
書
線
を
抽
象
化
し
て
非
文
字
の
書
を
か
く
前
衛
書
、
漢
字

と
か
な
を
調
和
さ
せ
て
書
く
近
代
詩
文
書
、
文
学
性
に
寄
り

か
か
ら
ず
、
一
字
ま
た
は
、
二
字
で
文
字
そ
の
も
の
を
造
形
的

に
美
し
く
表
現
す
る
少
字
数
書
な
ど
、
新
し
い
分
野
の
書
も

生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
生
活
空
間
、
生
活
様
式
の
変
貌

や
、
素
材
と
な
る
文
学
作
品
へ
の
美
意
識
の
変
化
な
ど
が
関

連
し
て
い
ま
す
。

中
国
文
化
と
西
欧
文
化
の
間
で
揺
れ
動
い
て
い
た
近
代
日

本
の
書
壇
か
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
開
放
さ
れ
た
社
会

で
、
存
分
に
才
能
を
開
花
さ
せ
た
書
家
た
ち
の
作
品
が
、
今
回

の
展
示
作
品
で
す
。
戦
後
の
書
壇
を
築
い
た
現
代
書
の
巨
匠

た
ち
の
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

近
現
代
工
芸
で
は
優
品
選
Ⅱ
と
題
し
、
前
回
の
Ⅰ
に
続
き

優
品
選
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
の
優
品
選
Ⅱ
で
は
、
Ⅰ
か
ら
引
き
続
い
て
、
陶
芸
で
は

日
本
芸
術
院
会
員
の
作
品
の
ほ
か
、
初
代
德
田
八
十
吉
窯
で

九
谷
の
絵
付
を
行
っ
た
洋
画
家
中
村
研
一
作
《
菊
花
図
皿
》

や
、
竹
田
有
恒
作
《
釉
裏
金
彩
稲
穂
波
文
鉢
》
を
。
金
工
は
加
賀

象
嵌
の
高
橋
介
州
作
《
加
賀
象
嵌
孔
雀
香
炉
》
、《
加
賀
象
嵌
鴛

鴦
香
炉
・
香
合
》
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
展
示
を
入
れ

替
え
る
部
門
で
は
、
漆
芸
は
Ⅰ
で
は
奥
出
寿
泉
作
《
乾
漆
桔
梗

盛
器
》
を
展
示
し
ま
し
た
が
、
Ⅱ
で
は
《
乾
漆
香
盆
》
を
。
染
織

は
、
Ⅰ
で
は
水
野
博
作
《
友
禅
訪
問
着
「
雉
に
し
だ
」
》
を
展
示

し
ま
し
た
が
、
Ⅱ
で
は
《
友
禅
訪
問
着
「
創
生
」
》
を
。
人
形
は
、

Ⅰ
で
は
下
口
宗
美
作
《
木
彫
加
彩
人
形
「
つ
つ
井
筒
」
》
を
展
示

し
ま
し
た
が
、
Ⅱ
で
は
《
木
彫
加
彩
人
形
「
浄
苑
」
》
を
。
截
金
は

Ⅰ
で
は
人
間
国
宝
西
出
大
三
作
《
截
金
彩
色
合
子
「
花
守
犬
」
》

を
展
示
し
ま
し
た
が
、
Ⅱ
で
は
《
截
金
彩
色
蓮
華
香
盒
》
を
。
木

竹
工
は
Ⅰ
で
は
展
示
が
な
か
っ
た
竹
の
作
品
、
橋
本
仙
雪
作

《
松
皮
菱
網
代
盆
》
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
す
で
に
優
品
選
Ⅰ

を
鑑
賞
さ
れ
た
方
に
も
同
じ
作
家
の
ま
た
違
っ
た
作
品
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
展
示
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
、
こ
の
作
品
を
目
に
す
る
頃
は
ど
れ
だ
け
穏
や

か
な
日
常
が
戻
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
静
か
に
語
り
か

け
る
作
品
を
前
に
、
ゆ
っ
く
り
と
作
品
と
の
対
話
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

水野博《友禅訪問着「創生」》青山杉雨《独嘨》
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ミュージアムレポート

ダンス・ウェル
ー彫刻とともに

近現代絵画・彫刻（第3・4・6展示室）

優品選

12月9日（木）～1月23日（日）　

金
沢
で
活
動
す
る
ダ
ン
サ
ー
の
な
か
む
ら
く
る
み
氏
（
金

沢
市
出
身
）
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
作
品
を
前
に
し
て
身
体
で

鑑
賞
し
て
み
よ
う
、
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

舞
台
は
金
沢
市
出
身
の
彫
刻
家
を
特
集
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
「
没
後
50

年

木
村
珪け

い

二じ

」
の
展
示
室
。
感
染
症
の
影
響
で
臨

時
休
館
と
な
り
一
度
延
期
し
ま
し
た
が
、
一
か
月
後
に
満
を

持
し
て
開
催
。
感
染
症
対
策
を
と
り
実
施
し
ま
し
た
。

「
ダ
ン
ス
・
ウ
ェ
ル
」
は
イ
タ
リ
ア
で
始
ま
っ
た
活
動
で
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
と
も
に
生
き
る
方
々
を
含
む
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
年
齢
や
経
験
に
関
わ
ら
ず
、
ど
な
た
に
も
開
か

れ
た
ダ
ン
ス
活
動
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
や
ダ
ン
ス
技
術
の
習
得
が

目
的
で
は
な
く
、
芸
術
活
動
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
各
地
の

美
術
館
で
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
金
沢
は
日
本
で
ダ

ン
ス
・
ウ
ェ
ル
が
最
も
盛
ん
な
地
域
の
ひ
と
つ
。
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
は「
金
沢
な
ら
で
は
」が
詰
ま
っ
た
行
事
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

当
日
は
、
午
前
・
午
後
の
部
そ
れ
ぞ
れ
に
幅
広
い
世
代
の
方

が
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
面
白
そ
う
！

と
飛
び
入
り
参

加
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

内
容
は
、
好
き
な
作
品
の
前
に
立
っ
て
身
体
を
動
か
す
、
背

景
を
想
像
し
な
が
ら
数
人
で
動
く
、
木
村
珪
二
に
ま
つ
わ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
を
身
体
で
あ
ら
わ
す
…
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
も
の
で
し
た
。
作
品
や
人
柄
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
好
き
だ
っ

た
音
楽
な
ど
が
随
所
に
盛
り
込
ま
れ
、
参
加
者
の
方
々
か
ら

は
「
彫
刻
や
木
村
珪
二
に
つ
い
て
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
」
な
ど

の
あ
た
た
か
い
感
想
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
開
催
：
令
和
3

年
10

月
3

日
（
日
）

※
9

月
5

日
（
日
）
か
ら
延
期
）

令
和
三
年
も
あ
と
少
し
と
な
り
ま
し
た
。
健
や
か
に
年
を

越
せ
る
よ
う
、
願
い
を
込
め
た
展
示
で
す
。

脇
田
和
の
《
フ
ァ
ミ
リ
ー
》
と
い
う
素
描
作
品
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。
脇
田
は
こ
の
作
品
の
制
作
の
前
年
に
体
調
を
崩
す

体
験
を
し
、
家
族
と
過
ご
す
時
間
を
慈
し
む
気
持
ち
が
表
れ

た
作
品
で
す
。
目
を
細
め
穏
や
か
な
表
情
の
家
族
と
共
に
、
脇

田
の
生
涯
の
テ
ー
マ
で
あ
る
鳥
た
ち
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

家
族
の
和
や
か
な
会
話
と
共
に
、
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
も
聞

こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

彫
刻
分
野
で
は
、
子
ど
も
や
若
人
の
姿
を
表
現
し
た
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
吉
田
三
郎
《
子
供
群
像
》
は
水
が
め
を
持
っ

た
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
遊
ぶ
姿
。
田
中
昭
《
遊
び
ご
こ
ろ
》

は
首
に
タ
オ
ル
を
か
け
桶
に
入
っ
て
い
る
姿
で
す
。
タ
イ
ト

ル
の
通
り
、
無
邪
気
な
か
わ
い
ら
し
さ
が
伝
わ
り
ま
す
。
冬
に

負
け
な
い
は
つ
ら
つ
と
し
た
姿
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

油
彩
分
野
で
は
、
美
し
い
歌
声
や
楽
し
い
音
が
聞
こ
え
て
き

そ
う
な
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
吉
田
冨
士
夫
《
獅
子
と
道
化
と

馬
の
足
》
や
吉
川
華
優
《
ピ
エ
ロ
の
夢
物
語
り
》
は
に
ぎ
や
か
な

音
楽
が
、宮
本
三
郎
《
歌
手
》
や
鴨
居
玲
《
望
郷
を
歌
う
（
故
高
英

洋
に
）》は
力
強
く
華
や
か
な
歌
声
が
、画
面
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

本
年
は
日
本
画
家
曲
子
光
男
の
没
後
十
年
に
あ
た
り
ま

す
。
曲
子
は
幼
い
頃
、
祖
父
の
実
家
が
あ
る
現
在
の
か
ほ
く
市

に
生
活
す
る
な
ど
、
石
川
と
の
縁
も
深
い
作
家
で
す
。
日
展
の

参
与
、
画
塾
「
東
丘
社
」
の
顧
問
を
務
め
る
な
ど
、
京
都
画
壇
の

重
鎮
で
あ
り
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
で
も
指
導
に
あ
た
り
ま

し
た
。
当
館
に
は
十
二
点
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
今

回
の
第
6

展
示
室
で
は
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
没
後
十
年
を
偲

ぶ
展
示
を
行
い
ま
す
。

曲子光男《雪山》
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学
校
出
前
講
座
は
、
県
内
の
学
校
で
所
蔵
作
品
を
展
示
し
、
本
物
の
作

品
の
魅
力
に
触
れ
て
も
ら
う
取
り
組
み
で
す
。
平
成
十
七
年
度
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
、
本
年
で
十
七
年
目
と
な
り
ま
す
。

例
年
、
美
術
館
へ
足
の
運
ぶ
機
会
の
少
な
い
地
域
の
学
校
を
中
心
に

十
校
程
度
で
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
も
あ
り
、
今
年
度
は
前
年
度
と
同
様
に
四
校
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
加
賀
市
立
動
橋
小
学
校
、
加
賀
市

立
山
代
小
学
校
、
小
松
市
立
能
美
小
学
校
、
能
美
市
立
湯
野
小
学
校
で

講
座
を
行
い
、
の
べ
一
〇
三
一
名
の
児
童
、
教
職
員
、
保
護
者
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
展
示
す
る
作
品
は
当
館
が
所
蔵
す
る
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
か
ら
日
本
画
、
洋
画
、
彫
塑
、
工
芸
、
浮
世
絵
な
ど
十
三
点
を
選

び
、
各
学
校
へ
は
美
術
品
専
用
の
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
り
毎
回
、
慎
重
に
運
び

込
ん
で
い
ま
す
。
本
物
の
作
品
を
前
に
、
作
品
か
ら
音
を
想
像
し
て
み
る

ア
ー
ト
ゲ
ー
ム
や
、
一
つ
の
作
品
に
つ
い
て
ク
ラ
ス
全
員
で
意
見
を
出

し
合
い
な
が
ら
見
る
対
話
型
鑑
賞
を
通
し
て
鑑
賞
を
深
め
る
も
の
で
、

参
加
さ
れ
た
児
童
、
教
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

ミュージアムレポート

学校出前講座

学芸室の人々

平
成
三
十
年
に
採
用
さ
れ
て
、
学
芸
員
生
活
も
四
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。
工

芸
の
作
品
と
向
き
合
い
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間

が
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

普
段
は
旅
行
、
ア
ウ
ト
ド
ア
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
を
巡
っ
て

い
ま
す
が
、
休
み
も
と
り
に
く
く
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
近
場
の
自

然
豊
か
な
場
所
に
お
出
か
け
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
日
が
沈
む
時
間
に
合
わ
せ
て
、
志
賀
町
の
機
具
岩
を
見
に
行
き
ま

し
た
。
海
の
音
も
心
地
よ
く
、
癒
や
さ
れ
ま
し
た
。

県
美
ひ
さ
び
さ
の
新
人
と
し
て
平
成
二
十
六
年
度
に
採
用
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
諸
先
輩
方
に
導
か
れ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
る
う
ち
に
、
あ
っ
と
い
う

間
に
時
が
経
ち
、
後
輩
も
増
え
て
き
て
、
先
輩
と
し
て
の
責
任
を
感
じ
る
こ
の

頃
で
す
。

お
休
み
の
日
は
各
地
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪
ね
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
外
出
し
づ
ら
い
こ
の
頃
は
、
お
う
ち
時
間
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

最
近
の
い
ち
ば
ん
大
き
な
買
い
物
は
、
全
自
動
洗
濯
乾
燥
機
。
高
か
っ
た
け
れ
ど

す
ご
く
便
利
で
、
と
て
も
満
足
し
て
お
り
、
堀
く
ん
と
名
付
け
て
可
愛
が
っ
て
い

ま
す
。

奈
良

竜
一
（
学
芸
第
二
課

学
芸
主
任
）

中
澤

菜
見
子
（
普
及
課

学
芸
主
任
）
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コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
浮
世
絵
に
み
る
『
忠
臣
蔵
』
」
の
関
連
行
事
と
し

て
、
映
画
「
最
後
の
忠
臣
蔵
」（
２
０
１
０
年
）
を
上
映
し
ま
す
。
友
の
会
会

員
の
皆
さ
ま
は
、
優
先
入
場
可
能
！

お
好
き
な
席
を
お
選
び
い
た
だ
け

ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

映
画
上
映
会
「
最
後
の
忠
臣
蔵
」

日
時
：
令
和
3
年
12
月
12
日
（
日
）
14
時
～
（
１
３
3
分
）

会
場
：
石
川
県
立
美
術
館
ホ
ー
ル

定
員
： 
２
０
０
名

（
要
申
込
・
定
員
を
超
え
た
場
合
、
抽
選
に
な
り
ま
す
）

料
金
：
無
料

開
場
： 

13
時
45
分

（
友
の
会
会
員
の
方
は
13
時
30
分
よ
り
入
場
可
能
で
す
）

◆
ス
ト
ー
リ
ー

池
宮
彰
一
郎
の
同
名
小
説
を
T
V
シ
リ
ー
ズ
「
北
の
国
か
ら
」
の
杉
田

成
道
監
督
が
映
画
化
。

赤
穂
浪
士
の
吉
良
邸
討
ち
入
り
よ
り
16
年
。
大
石
内
蔵
助
の
命
で
密

か
に
生
き
残
っ
た
寺
坂
吉
右
衛
門
は
、
旅
の
途
中
、
討
ち
入
り
前
夜
に
逃

亡
し
た
瀬
尾
孫
左
衛
門
に
出
会
う
。
寺
坂
は
元
同
士
で
あ
る
瀬
尾
が
隠

し
続
け
た
真
実
を
知
る
。
主
演
に
役
所
広
司
、
佐
藤
浩
市
。

◆
申
込
方
法

氏
名
・
電
話
番
号
・
会
員
番
号
（
友
の
会
会
員
の
方
の
み
）
を
明
記
の

上
、
メ
ー
ル
ま
た
は
往
復
は
が
き
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
：

メ
ー
ル
… ish

ib
i@

p
re

f.ish
ik

a
w

a
.lg

.jp
 

（
メ
ー
ル
の
件
名
は
「
映
画
上
映
会
申
込
」
と
し
て
く
だ

さ
い
）

は
が
き
… 

〒
９
２
０

－

０
９
６
３　

石
川
県
金
沢
市
出
羽
町
2

－

1

石
川
県
立
美
術
館　

映
画
上
映
係

申
込
期
間
：
11

月
17

日
（
水
）
～
12

月
1

日
（
水
）［
当
館
必
着
］

12
月
の
行
事
予
定

■ 

企
画
展
「
う
る
は
し
き
も
の

め
で
た
き
わ
ざ

―
北
陸
の
芸
術
院
会
員
・
人
間
国
宝
―
」
関
連
行
事

美
術
館
ホ
ー
ル
に
て

無
料
・
申
込
不
要

5
日
（
日
）

「
工
芸
技
術
記
録
映
画
上
映
会
」

14
時
～
16
時

■
土
曜
講
座

13
時
30
分
～
15
時

美
術
館
講
義
室
に
て

無
料

11
日
（
土
）

「
浮
世
絵
に
み
る
『
忠
臣
蔵
』
」 

学
芸
専
門
員

村
上
尚
子

18
日
（
土
）

「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
（
近
現
代
工
芸
）
ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク
」

普
及
課
担
当
課
長

西
ゆ
う
子

※
日
時
や
定
員
等
を
変
更
、
ま
た
は
中
止
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

最
新
情
報
は
当
館
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〔参加者募集！〕

映画上映会「最後の忠臣蔵」

◆
注
意
事
項

友
の
会
会
員
の
方
は
優
先
入
場
が
可
能
で
す
。当
日
、会
員
証
の
ご
提
示
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
に
よ
り
内
容
・
定
員
等
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
は
美
術
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ご
参
加
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

①

 

来
館
時
に
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
体
温
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。 

体
温
が
37
度
5
分
を
超
え
る
方
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

②

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
消
毒
の
徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

③

参
加
時
は
受
付
名
簿
に
氏
名
と
連
絡
先
を
ご
記
載
く
だ
さ
い
。

④

ホ
ー
ル
内
で
は
会
話
を
極
力
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

美術館458_cc2018.indd   7 2021/11/17   17:43:40
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〒920-0963
金沢市出羽町2番1号
Tel:076（231）7580
Fax:076（224）9550
URL http://www.ishibi.pref.ishikawa.jp/

ご利用案内

コレクション展観覧料
一　般　370円（290円）

大学生　290円（230円）

高校生以下　無料
※（　　）内は団体料金

12月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後6：00 年中無休

12月の休館日は

6日（月）～8日（水）、

29日（水）～31日（金）

石川県立美術館は電源立地地域対策

交付金を活用して運営しています。

前田育徳会
尊經閣文庫分館

第２展示室

令和4年1月27日（木）

～2月20日（日）

会期中無休

前田家の茶道具

と名物裂

金沢ゆかりの

茶道具

次回の展覧会

第３・４展示室 第５展示室 第６展示室

優品選
【近現代絵画・彫刻】

使う美、飾りの美
～明治の工芸～

【近現代工芸】

日本画のてびき
―近代から現代へ―

【近現代絵画】

本
作
の
絵
付
け
は
、
宝
尽
し
と
し
て
打
ち

出
の
小
槌
や
法
螺
貝
な
ど
、
一
般
的
な
吉
祥

文
を
意
識
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
構
図
は

か
な
り
奇
抜
で
、
細
部
の
描
写
に
も
定
石
に

縛
ら
れ
な
い
自
由
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
大
胆
な
創
作
姿
勢
が
、
古
九
谷
と
伊

万
里
焼
の
大
き
な
相
違
点
の
一
つ
で
す
。

今
夏
に
開
催
さ
れ
た
「
加
賀
百
万
石

文
武

の
誉
れ
―
歴
史
と
継
承
―
」
展
の
第
三
章
「
高

山
右
近
と
キ
リ
シ
タ
ン
の
記
憶
」
で
は
、
古
九

谷
は
、
加
賀
藩
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
信
仰

の
記
憶
媒
体
だ
と
す
る
視
点
を
提
示
し
て
、一

部
の
作
品
に
つ
い
て
大
胆
か
つ
斬
新
な
意
匠

の
深
意
を
、
キ
リ
ス
ト
教
の
視
点
か
ら
読
み

解
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
本
作
の
奇
抜
さ
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

あ
く
ま
で
一
つ
の
視
点
と
前
置
き
し
ま
す

が
、
見
込
み
に
描
か
れ
た
打
ち
出
の
小
槌
の

持
ち
手
の
配
置
や
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
七
宝

文
、さ
ら
に
上
下
の
竹
が
キ
リ
ス
ト
の
頭
文
字

で
あ
る
X

を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え

ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
中
央
に
鷺
が
描
か
れ

て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
鷺
は
古
代

エ
ジ
プ
ト
か
ら
再
生
を
象
徴
し
、『
詩
篇
』
の
一

節
を
解
釈
し
て
キ
リ
ス
ト
と
も
関
連
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。そ
の
上
で
、
本
作
の
産
地
・
九
谷

に
ほ
ど
近
い
山
中
温
泉
の
開
湯
伝
説
で
は
、

傷
を
癒
や
す
鷺
が
薬
師
如
来
に
結
び
つ
い
て

い
る
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
本
作
に
描
か
れ

た
鷺
に
は
、救
い
主
の
イ
メ
ー
ジ
が
投
影
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、「
勝
ち
い
草
」
と
も
別
称
さ
れ
る
沢お

も

瀉だ
か

が

添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
罪
や
死
か
ら
の
勝

利
者
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
を
強
調
す
る
た
め

だ
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
類
に
と
っ
て
最
も
価
値
あ
る
宝
と
は
何

か
？
こ
の
問
い
が
本
作
の
深
意
で
し
ょ
う
か
。

本
作
は
、
第
2

展
示
室
で
展
示
中
で
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

à la carte　No.57
アラカルト ただいま展示中
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口径46.6×底径17.5×高11.8（cm）
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